
智
慧
と
は
何
か
。
真
に
も
の
を
知
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。
佛
教
学
に
於
け
る
種
々
の
課
題
の
中
で
も
特
に
興
味
深
い
こ
の
問
い
に

対
し
て
、
華
厳
学
で
は
ど
の
よ
う
な
解
答
を
用
意
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
大
成
者
と
い
わ
れ
る
賢
首
大
師
法
蔵
（
六
四
三
’
七
一
三

の
、
智
慧
に
つ
い
て
の
見
解
を
探
っ
て
み
た
。
そ
れ
が
こ
の
小
論
で
あ
る
。
最
も
典
型
的
で
し
か
も
そ
の
学
の
中
枢
を
形
成
し
て
い
る
と

も
思
わ
れ
る
論
点
が
閻
明
さ
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

法
蔵
は
「
智
慧
」
を
い
か
な
る
内
容
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
有
力
な
手
が
か
り
は
、
『
華
厳
経
』

十
地
品
、
初
歓
喜
地
の
釈
中
に
見
ら
れ
る
次
の
如
き
『
探
玄
記
』
の
所
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

論
澤
二
智
與
レ
慧
二
差
別
｝
者
、
然
此
智
慧
有
し
通
有
し
別
通
而
言
レ
之
所
知
無
し
別
、
開
し
別
有
二
二
門
一

一
智
知
二
俗
諦
一
慧
照
二
眞
諦
弛
如
二
十
度
中
第
六
名
諺
慧
、
以
し
照
し
理
故
。
第
十
名
し
智
、
以
レ
鑑
し
事
故
。

二
智
能
決
二
断
因
果
逆
順
染
淨
差
別
や
慧
能
照
二
逹
諸
法
假
實
鵠
性
有
無
屯
（
大
妬
・
三
○
二
ｂ
）

周
知
の
如
く
十
地
品
は
『
十
地
経
』
ま
た
は
『
十
住
経
』
と
名
づ
け
ら
れ
て
別
行
し
て
い
た
単
一
の
経
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
は
別
名

賢
首
法
蔵
に
於
け
る
智
慧
観
の
一
側
面

1

鍵
主
良
敬
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諸
佛
子
、
是
心
以
二
大
悲
一
爲
レ
首
、
智
慧
増
上
、
方
便
所
し
護
、
直
心
深
心
淳
至
、
量
同
二
佛
力
至
善
決
二
定
衆
生
力
佛
力
『
」
趣
二
向
無

凝
智
弍
慥
二
順
自
然
智
「
能
受
二
一
切
佛
法
へ
以
二
智
慧
一
教
化
。
廣
大
如
二
法
界
弐
究
寛
如
二
虚
空
↓
壼
二
未
來
際
↓
（
大
９
．
五
四
四
ｃ
）

菩
提
心
が
生
起
す
る
の
は
大
悲
を
首
と
し
て
一
切
衆
生
の
済
度
を
念
願
す
る
か
ら
で
あ
り
、
自
ら
の
安
楽
を
求
め
て
で
は
な
い
と
さ
れ

③

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
心
で
な
け
れ
ば
究
寛
し
て
衆
生
を
救
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
の
が
法
蔵
の
見
解
で
あ
る
。
そ

の
大
悲
が
必
然
的
に
智
慧
を
増
上
せ
し
め
る
と
し
て
、
経
の
「
智
慧
増
上
」
に
対
し
て
、
『
十
地
経
論
』
の
次
の
所
説
を
参
照
し
つ
つ
、

智
と
慧
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
先
掲
の
『
探
玄
記
』
の
文
な
の
で
あ
る
。

智
者
因
果
逆
順
染
淨
観
故
。
慧
者
自
相
同
相
差
別
観
故
。
（
大
加
・
一
三
五
ｂ
）

因
み
に
浄
影
寺
慧
遠
は
、
こ
の
『
十
地
経
論
』
の
文
を
手
懸
り
と
し
て
、
『
十
地
義
記
』
巻
第
四
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。

下
重
分
二
別
智
慧
之
相
圭
然
智
與
レ
慧
澤
有
二
通
別
↓
通
則
義
齊
別
則
有
し
異
。
異
有
二
雨
種
記
一
知
二
有
法
一
名
し
之
爲
レ
智
、
照
二
眞
諦
空
一

稲
し
之
爲
レ
慧
。
二
知
二
因
果
染
淨
等
事
一
説
以
爲
レ
智
。
了
二
逹
二
諦
有
無
道
理
一
名
し
之
爲
レ
慧
・
今
依
一
後
門
一
別
二
此
二
一
美
。
智
者
學

重
要
な
所
説
が
次
の
経
文
で
あ
る
。

諸
佛
子
、
是
心
以
二
大
悲
一
爲
』

曝
智
「
随
二
順
自
然
智
『
能
受

以
上
の
意
味
に
お
い
て
十
地
の
各
地
は
、
智
慧
の
観
点
か
ら
見
た
だ
け
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
古
来
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
菩
薩
道
の
第
一
歩
で
あ
る
初
歓
喜
地
と
般
若
波
羅
蜜
の
実
現
を
述
べ

る
第
六
現
前
地
、
そ
し
て
四
無
凝
智
を
主
題
と
す
る
第
九
善
慧
地
で
あ
る
。
そ
の
初
歓
喜
地
に
於
い
て
は
金
剛
蔵
菩
薩
と
解
脱
月
菩
薩
の

②

火
花
の
散
る
よ
う
な
対
話
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
が
済
ん
で
か
ら
こ
の
品
の
説
主
で
あ
る
金
剛
蔵
菩
薩
が
菩
提
心
に
つ
い
て
述
べ
る
最
初
の

を
『
漸
備
一
切
智
徳
経
』
と
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
智
徳
を
主
題
と
す
る
経
典
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
故
そ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
る
べ
き
か
と
い
え
ば
、
十
地
の
因
行
が
能
く
一
切
の
仏
の
智
徳
を
集
生
し
、
然
も
十
徳
が
漸
く
増
す
が
故
で

①

あ
る
と
法
蔵
は
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
菩
薩
道
の
展
開
と
し
て
の
十
地
の
進
展
も
、
結
局
は
そ
れ
を
因
行
と
し
て
仏
の
智
徳
を
実
現
す
る

に
尽
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
も
『
十
地
義
記
』
及
び
そ
れ
を
踏
襲
す
る
『
探
玄
記
』
の
所
説
か
ら
い
え
ば
、
俗
諦
と
真
諦
と
に
分
け
て
価
値
の
上
下
を
つ
け
る

と
す
れ
ば
、
俗
よ
り
も
真
に
重
き
が
置
か
れ
て
然
る
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
面
が
確
か
に
あ
り
な
が
ら
、
、
そ
れ
は
同
時
に
十

度
の
範
晴
に
照
し
て
み
る
時
に
は
、
第
六
般
若
波
羅
蜜
と
し
て
の
慧
に
対
し
て
、
第
十
智
慧
波
羅
蜜
に
相
当
す
る
の
が
智
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
点
は
留
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
つ
ま
り
智
が
世
諦
・
俗
諦
を
知
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
真
諦
・
第
一
義

諦
の
理
を
解
了
し
観
達
す
る
も
の
と
し
て
の
慧
が
、
よ
り
一
歩
展
開
し
て
事
と
し
て
の
世
俗
を
照
見
し
鑑
み
る
も
の
と
な
る
意
味
を
含
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
智
は
そ
こ
で
は
単
に
慧
よ
り
劣
位
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
法
蔵
の
見
解
に
も
な

っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
『
探
玄
記
』
で
は
、
智
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
『
十
地
経
論
』
を
承
け
て
、
そ
れ
は
能
く
因
果
・
逆
順
・
染
浄
の
差
別

を
決
断
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
智
を
決
断
の
義
と
す
る
説
は
毘
曇
に
依
る
も
の
と
し
て
已
に
慧
遠
が
『
大
乗
義
章
』
巻
第
十

五
「
十
智
義
」
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
述
寺
へ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

④

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
智
と
慧
を
多
少
異
な
っ
た
概
念
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
面
も
窺
わ
れ
る
。
勿
論
彼
自
ら
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

共
通
し
た
側
面
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
義
の
上
か
ら
は
等
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
た
だ
両
者
の
差
異
に

注
目
し
た
場
合
に
は
、
世
諦
を
知
る
も
の
が
智
で
あ
り
、
第
一
義
諦
を
知
る
も
の
が
慧
で
あ
る
と
す
る
指
摘
は
十
分
に
考
慮
さ
る
今
へ
き
観

占
小
で
羊
め
ろ
』
ワ
。

經
、
因
果
逆
順
染
淨
観
者
、
業
煩
悩
等
判
以
爲
レ
因
、
苦
樂
等
報
説
以
爲
レ
果
。
：
。
：
慧
者
牒
レ
經
、
自
相
同
相
差
別
観
者
、
因
縁
之

有
是
法
自
牒
名
爲
二
自
相
へ
空
等
一
味
説
爲
二
同
相
や
（
続
蔵
一
・
七
一
・
二
、
一
九
七
右
）

又
慧
遠
は
『
大
乗
義
章
』
巻
第
九
コ
一
種
荘
厳
義
」
に
於
い
て
は

言
二
智
慧
一
者
、
照
見
名
し
智
。
解
了
稻
レ
誉
。
此
二
各
別
。
知
二
世
諦
一
者
名
レ
之
爲
レ
智
。
照
二
第
一
義
一
説
以
爲
レ
慧
。
通
則
義
齊
。

。
通
則
義
齊
。

（
大
“
・
六
四
九
ｃ
）
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慧
遠
は
ま
た
巻
第
九
「
断
結
義
」
で
も
、
忍
と
智
を
分
別
す
る
に
つ
い
て

慧
心
安
レ
法
、
名
し
之
爲
レ
忍
。
於
レ
境
決
断
、
説
し
之
爲
レ
智
。
（
大
型
・
六
四
二
ｂ
）

と
し
て
い
る
か
ら
、
能
く
知
ら
れ
た
定
義
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
を
承
け
る
か
の
よ
う
に
し
て
法

マ
マ

蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
第
三
に
「
新
大
毘
婆
娑
論
第
七
十
九
云
」
と
し
て
玄
英
訳
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
（
大
訂
・
四
二
ａ
）
の
文
を

そ
の
ま
ま
に
引
用
し
て
い
る
。
次
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

又
眼
是
観
見
義
、
智
是
決
断
義
、
明
是
照
了
義
、
覺
是
警
察
義
。
（
大
弱
・
一
五
四
ａ
）

阿
毘
達
磨
の
級
密
な
定
義
が
さ
な
が
ら
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
興
味
深
い
。
し
か
も
こ
こ
に
い
わ
れ
る
眼
・
智
・
明
・
覚
に
類

す
る
も
の
と
し
て
、
見
・
智
・
得
・
証
と
い
う
観
点
も
成
立
す
る
こ
と
を
述
令
へ
る
次
の
よ
う
な
所
説
も
『
探
玄
記
』
に
は
見
ら
れ
る
。

三
明
者
見
智
得
證
者
般
若
經
名
二
悉
知
悉
見
圭
枅
伽
中
聖
智
聖
見
聖
慧
眼
、
及
餘
論
眼
智
明
覺
等
皆
此
類
。
創
堀
名
し
見
委
照
名
し
智
、

智
照
非
し
比
故
名
爲
レ
得
、
冥
レ
稗
契
合
故
復
名
し
證
。
（
大
弱
・
二
八
一
ｂ
）

⑤

こ
れ
は
『
十
地
義
記
』
を
参
照
し
た
見
解
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
法
蔵
に
は
、
必
ず
し
も
こ
の
説
に
依
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
先
引
の

『
探
玄
記
』
の
慧
の
定
義
に
み
ら
れ
た
「
照
達
」
、
又
は
慧
遠
が
智
の
定
義
に
於
い
て
用
い
て
い
た
「
照
見
」
と
関
連
す
る
概
念
と
思
わ
れ

る
「
照
察
」
な
る
定
義
が
あ
る
。
『
探
玄
記
』
巻
第
四
に
見
ら
れ
る
次
の
所
釈
で
あ
る
。

以
二
順
し
理
離
っ
邪
名
レ
正
名
レ
善
。
開
明
照
察
名
し
覺
名
レ
智
。
（
大
調
・
一
六
七
ｃ
）

こ
れ
は
名
号
品
の
経
文
の
「
善
覚
智
」
を
智
正
覚
世
間
を
釈
す
る
も
の
と
し
て
論
ず
る
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
照
察
に
つ
い
て

い
え
ば
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
照
了
と
警
察
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
か
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
直
接
的
に
は
師
智
侭
の
『
孔
目
章
』
巻
第
四

「
離
世
間
品
明
智
章
」
に
見
ら
れ
る
次
の
所
説
に
依
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
と
い
え
よ
う
。

所
し
言
智
者
諭
樺
不
し
同
。
俳

不
レ
同
。
（
大
坐
・
七
五
六
Ｃ
）
依
レ
如
二
毘
曇
一
決
断
名
し
智
、
異
二
諸
忍
一
故
。
成
實
法
中
無
著
名
し
智
、
異
二
想
識
一
故
。
大
乘
倶
有
、
智
別
辺



と
あ
る
文
、
又
巻
第
七
に

一
智
依
レ
理
起
故
云
二
妙
趣
生
一
也
。
二
智
起
二
開
明
毛
三
成
二
金
剛
大
智
圭
四
金
剛
瞼
定
破
二
微
細
田
堅
（
大
謁
・
一
三
九
ｂ
）

と
あ
る
文
等
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
間
の
消
息
は
直
ち
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

智
者
照
察
名
し
智
、
審
逹
名
し
言
。
（
大
妬
・
五
八
一
ｃ
）

そ
の
智
幟
に
つ
い
て
い
え
ば
、
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
孔
目
章
」
の
成
立
状
況
か
ら
い
っ
て
！
あ
る
い
は
玄
英
訳
の
影
響
を
受
け
て
こ

の
よ
う
な
理
解
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
法
蔵
の
智
慧
に
つ
い
て
の
見
解
を
確
か
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
～
智
を
決
断
の
義
と
す
る
伝
統
的
解
釈
を
踏
ま

え
つ
つ
、
智
と
慧
は
通
じ
て
之
を
云
え
ば
各
別
の
差
異
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
の
観
点
か
ら
、
慧
の
照
達
に
類
す
る
智
の
照
察
と
し
て

の
義
を
浮
き
彫
り
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
事
を
鑑
み
る
も
の
と
し
て
の
智
の
一
面
と
共
に
、
理
に
依
っ
て
起
る
も
の
で
あ
る
と

の
面
を
も
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
探
玄
記
』
巻
第
三
の

是
則
説
以
レ
智
爲
レ
本
、
智
以
レ
海
爲
レ
本
。
以
二
説
依
レ
智
成
智
依
レ
理
起
一
故
。
（
大
調
・
一
五
七
ａ
）

明
瞭
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
上

の
所
説
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
如
き
定
義
に
於
い
て
「
智
慧
」
を
理
解
す
る
の
が
法
蔵
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
そ
の
智
慧
の
あ
り
様
を
ど
の
よ

う
な
具
体
性
に
於
い
て
捉
え
、
ま
た
そ
れ
を
展
開
さ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
は
、
結
局
は
そ
の
定
義

を
確
か
め
る
に
つ
い
て
も
主
な
素
材
と
な
っ
た
十
地
品
初
歓
喜
地
の
釈
に
於
け
る
法
蔵
の
所
説
を
検
討
す
る
こ
と
が
最
も
適
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
経
典
の
説
相
が
か
な
り
重
点
的
に
智
慧
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
特
に
初
歓
喜
地
に
於
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
一
読
し
て

明
瞭
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
「
探
玄
記
』
の
叙
述
を
み
る
と
、
経
の
「
大
智
慧
光
明
三
昧
」
を
釈
す
る
に
つ
い
て
の
次

2
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大
智
慧
者
從
二
業
用
一
爲
レ
名
。
謂
此
定
中
發
二
起
無
漏
聖
智
慧
光
明
一
能
破
二
無
明
一
故
立
二
此
名
一
也
。
謂
此
定
與
レ
智
倶
、
即
以
二
如
レ
此

不
散
凱
無
漏
智
一
爲
二
十
地
禮
聿
又
正
證
名
二
智
慧
一
後
智
名
二
光
明
宅
又
論
經
名
二
大
乘
光
明
一
者
謂
此
二
無
我
慧
過
二
二
乘
一
故
名
二
大

乘
弛
破
二
無
明
一
故
名
二
光
明
や
此
則
過
二
地
前
一
也
〕
又
此
慧
能
運
二
轌
諸
行
一
令
し
至
二
佛
果
一
故
名
爲
レ
乘
。
約
二
功
能
一
立
レ
名
。
唯
識
論

第
九
云
、
大
乘
光
明
定
謂
此
能
發
下
照
二
了
大
乘
理
教
行
果
一
智
光
明
上
故
。
二
禮
性
者
、
別
境
五
中
以
二
無
漏
慧
倶
定
數
一
爲
レ
性
。
又

以
二
三
法
一
爲
レ
鵠
。
一
定
、
二
慧
、
三
眞
如
。
是
故
爲
無
爲
爲
レ
性
。
以
レ
具
二
能
所
證
一
故
。
三
業
用
者
有
レ
ニ
、
一
謂
依
二
此
定
一
能
受
二

諸
佛
三
業
加
被
ご
一
依
二
此
定
一
發
二
後
得
智
一
宣
二
説
十
地
弍
以
レ
是
赴
二
機
感
一
滿
二
佛
本
願
一
爲
二
其
業
用
韮
（
大
調
・
二
八
○
ａ
）

便
宜
上
、
一
釈
名
・
二
体
性
・
三
業
用
の
面
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
定
の
中
に
於
い
て
無
漏
の
聖
智
慧
の
光
明
が
発
起
さ
れ
、
そ
れ
が
能

く
無
明
を
破
す
る
か
ら
こ
の
名
を
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
釈
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
主
題
を
適
確
に
把
握
し
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
で
の
不
散
乱
の
無
漏
智
が
十
地
品
全
体
を
貫
い
て
の
体
と
な
る
と
す
る
理
解
も
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い

る
と
い
え
よ
う
。
か
つ
そ
の
場
合
に
正
証
つ
ま
り
根
本
無
分
別
智
が
智
慧
で
あ
り
、
後
智
と
し
て
の
所
謂
後
得
分
別
智
が
光
明
と
名
づ
け

ら
れ
る
と
す
る
観
点
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

⑥
⑦

『
十
地
経
論
』
と
『
唯
識
論
』
を
援
用
し
て
の
釈
相
か
ら
も
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

次
に
そ
の
体
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
み
る
と
、
法
相
教
学
に
於
い
て
詳
細
な
究
明
の
な
さ
れ
て
い
る
別
境
の
心
所
の
中
の
一
つ
で
あ
る

無
漏
の
慧
と
倶
起
す
る
定
を
体
と
し
、
又
、
定
と
慧
と
真
如
を
体
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
為
と
無
為
の
両
面
を
性
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
。
こ
の
指
摘
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
能
証
と
し
て
の
衆
生
そ
れ
自
体
の
側
か
ら
い
え
ば
、
定
も
誉
も

有
為
法
と
し
て
の
分
限
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
所
証
と
し
て
の
真
如
で
あ
る
無
為
法
を
智
慧
と
し
て
具
現
す
る
の
が
こ
の

三
昧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
有
為
で
あ
り
つ
つ
無
為
で
あ
り
、
有
為
の
ま
ま
で
無
為
を
証
得
す
る
と
は
い
か
な
る
関
係
な

の
か
。
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
問
題
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
こ
こ
で
い
み

じ
く
も
そ
の
両
者
の
具
起
い
わ
ば
融
会
冥
合
を
示
唆
し
て
い
る
。
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以
上
の
意
味
で
の
後
得
智
を
発
起
せ
し
め
る
そ
の
根
拠
と
し
て
の
智
慧
そ
の
も
の
は
い
か
に
解
さ
る
ゞ
へ
き
か
・
そ
れ
に
つ
い
て
法
蔵
は

初
地
見
道
に
実
現
す
る
智
を
無
分
別
智
と
し
、
次
の
よ
う
に
自
ら
の
見
解
を
述
寺
へ
て
い
る
。

五
見
位
智
謂
由
三
地
前
加
行
位
終
槻
二
於
唯
識
無
境
之
義
一
依
二
無
間
定
一
隻
印
二
於
彼
能
所
取
空
式
彼
増
上
力
引
二
起
識
中
本
性
無
流
一

生
二
起
大
智
照
一
遍
二
滿
法
界
一
名
爲
二
初
地
入
眞
見
道
圭
論
中
一
切
法
平
等
智
稗
二
無
分
別
智
↓
謂
於
二
初
地
一
正
證
二
眞
如
一
無
二
能
所
二

相
一
故
云
二
平
等
や
唯
識
諭
中
或
云
一
一
有
智
無
境
弐
以
二
眞
絶
諺
相
故
。
或
云
二
隻
混
弐
以
二
境
智
相
如
一
故
。
今
辨
二
四
句
「
皆
得
可
二
準
知

種
之
。
見
道
時
中
善
淨
者
澤
二
善
淨
不
雑
丸
謂
離
ニ
ニ
我
分
別
随
眠
如
此
文
善
分
別
者
是
彼
不
雑
之
義
、
謂
煩
惜
離
故
名
レ
分
使
二
永
断
一

名
し
善
。
此
無
間
道
中
断
障
之
義
。
又
稗
二
善
淨
不
壱
雑
是
解
脱
道
中
證
二
彼
無
爲
清
淨
一
之
義
。
故
云
二
不
雑
聿
此
善
分
別
者
是
領
二
證

無
爲
一
之
義
。
又
澤
二
無
分
別
是
根
本
智
圭
善
分
別
是
後
得
智
。
勝
進
道
中
起
行
之
義
。
（
大
妬
・
二
八
一
ｃ
）

初
歓
喜
地
に
於
い
て
実
現
す
る
智
慧
の
根
本
的
性
格
に
つ
い
て
法
蔵
は
ど
の
よ
う
な
所
見
を
示
し
て
い
る
か
。
そ
の
問
い
に
対
す
る
端

⑧

的
な
答
え
の
提
示
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
成
唯
識
論
』
を
主
な
依
り
所
と
し
て
、
初
地
以
前
の
加
行
位
の
最
終

段
階
に
於
い
て
唯
識
無
境
を
観
じ
、
そ
の
瞬
間
に
見
る
者
と
し
て
の
能
取
も
見
ら
れ
る
者
と
し
て
の
所
取
も
共
に
空
な
り
と
認
識
す
る
。

そ
の
増
上
力
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
中
の
本
性
の
無
漏
を
引
起
し
て
大
智
を
生
起
す
る
。
そ
の
智
の
法
界
に
遍
満
す
る
状
態
が
初
歓
喜
地
入

真
の
見
道
で
あ
る
と
解
す
る
。
し
か
も
そ
こ
に
顕
現
す
る
智
慧
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
無
分
別
智
で
あ
る
と
い
う
。

い
わ
ば
初
地
に
於
い
て
正
し
く
真
如
を
証
得
し
て
、
能
所
の
二
相
を
超
越
し
、
そ
れ
に
よ
る
平
等
の
智
慧
を
生
み
出
す
の
が
無
分
別
智

⑨

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
は
『
成
唯
識
論
』
の
所
説
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
る
な
ら
ば
智
慧
の
主
体
的
実
現
に
よ
っ
て
対
象

そ
し
て
こ
の
大
智
慧
光
明
三
昧
の
業
用
と
し
て
は
、
こ
の
三
昧
か
ら
後
得
智
を
発
し
て
十
地
を
宣
説
し
、
機
感
に
赴
い
て
仏
の
本
願
を

満
足
せ
し
め
る
と
解
し
て
い
る
。
い
わ
ば
十
地
の
展
開
も
所
詮
は
後
得
智
の
上
に
成
立
す
る
言
説
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
後
得
智
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
能
く
衆
生
の
種
友
雑
多
な
機
に
応
動
し
て
、
佛
の
本
願
を
完
結
す
る
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

⑩

そ
し
て
そ
の
意
味
で
の
一
如
に
融
会
し
た
智
慧
の
用
き
は
『
成
唯
識
論
』
の
主
張
す
る
分
別
起
の
煩
悩
と
倶
生
起
の
種
子
と
を
共
に
断

滅
し
、
解
脱
道
に
於
い
て
無
為
清
浄
を
証
得
す
る
。
い
わ
ば
根
本
智
と
し
て
の
無
分
別
智
が
純
粋
不
雑
に
顕
現
す
る
の
が
初
歓
喜
地
に
於

け
る
智
慧
の
本
質
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
必
然
的
展
開
と
し
て
敢
え
て
分
別
の
世
界
に
歩
み
を
進
め
る
の
が
「
善
分
別
」
と
し

て
の
後
得
智
で
あ
り
、
勝
進
道
中
の
起
行
と
し
て
の
菩
薩
道
の
進
展
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
意
味
で
の
根
本
智
の

真
智
と
し
て
の
性
格
を
述
奪
へ
る
の
は
、
四
種
の
証
浄
の
第
一
「
得
浄
」
に
つ
い
て
釈
す
る
次
の
文
で
あ
る
。

一
得
淨
者
謂
初
地
證
レ
實
名
レ
得
。
以
二
初
見
道
眞
智
一
現
襯
決
澤
正
證
故
云
二
現
智
善
決
定
故
誼
又
澤
法
顯
二
於
心
一
名
爲
二
現
智
犯
心

安
二
於
法
一
名
爲
二
決
定
如
經
中
離
し
凝
是
現
智
也
。
離
二
疑
悔
｜
是
善
決
定
。
（
大
弱
・
二
九
二
ａ
ｌ
ｂ
）

初
歓
喜
地
に
於
い
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
が
浄
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
「
実
」
つ
ま
り
内
実
と
で
も
い
う
雫
へ
き
事
実
上
の
内
容
に
満
ち
溢

れ
た
真
実
を
証
す
る
か
ら
で
あ
る
と
解
す
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
主
体
が
初
見
道
の
真
智
で
あ
り
、
そ
の
真
智
が
現

⑪
⑫

観
し
決
択
し
正
証
す
る
か
ら
「
現
智
善
決
定
故
」
と
い
う
『
十
地
経
論
』
の
所
説
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
又
『
十
地
義
記
』
を
踏
襲

し
て
法
が
心
を
顕
わ
す
の
が
「
現
智
」
で
あ
り
、
心
が
法
に
安
ん
ず
る
の
が
「
決
定
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
智
が
現
実
の
も
の
と
し

て
具
体
的
な
相
を
と
る
の
は
法
が
心
に
於
い
て
顕
わ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
又
智
を
主
体
と
す
る
心
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
法
に
安
ん
ず
る
。

だ
か
ら
智
は
物
事
を
明
確
に
分
別
し
決
定
で
き
る
と
す
る
の
は
達
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
初
地
に
於
い
て
正
証
す
る
真

智
は
、
同
時
に
現
観
と
決
択
を
内
容
と
す
る
と
い
う
理
解
も
首
肯
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
真
智
を
正
体
智
と
い
う
観
点
か
ら

論
究
す
る
の
は
経
の
「
上
妙
智
慧
人
楽
説
無
有
量
」
（
大
９
．
五
四
三
ｃ
）
を
釈
す
る
『
探
玄
記
』
の
次
の
文
で
あ
る
。

妙
智
慧
者
是
眞
實
智
則
正
鵠
智
也
。
樂
説
無
有
量
者
是
後
得
智
。
與
二
説
法
一
爲
レ
本
故
云
二
禮
性
一
也
。
（
大
弱
・
二
九
三
ｂ
）

こ
こ
に
い
わ
れ
る
正
体
智
と
後
得
智
に
対
し
て
加
行
智
を
も
加
え
て
論
考
を
進
め
る
の
は
、
経
の
「
説
二
諸
地
智
道
一
入
二
勢
力
観
法
一
」

は
消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
又
そ
れ
故
に
境
も
智
も
混
亡
し
て
共
に
真
如
に
帰
す
る
と
も
い
う
。
そ
れ
ら
の
説
は
共
に
首
肯
さ
る
尋
へ
き
略



（
大
９
．
五
四
四
ａ
）
に
つ
い
て
の
次
の
釈
で
あ
る
。

前
中
諸
地
智
道
者
此
是
観
漸
次
。
謂
加
行
智
推
求
名
し
槻
。
通
生
二
入
證
一
故
云
二
是
諸
地
智
之
道
一
也
。
論
云
若
観
若
依
止
能
生
二
諸
地

智
壬
此
澤
二
観
中
漸
次
之
義
望
輻
観
者
意
言
観
察
。
依
二
此
増
上
力
一
生
二
諸
地
正
證
智
一
故
云
二
若
依
止
能
生
等
ご
一
入
勢
力
観
法
者
是

證
漸
次
。
謂
正
禮
智
正
證
二
眞
如
司
此
智
能
断
し
惑
證
レ
理
依
レ
起
二
後
得
弐
具
二
此
三
力
一
故
名
二
漸
次
一
也
。
（
大
妬
・
二
九
五
ａ
）

⑬

「
諸
地
智
道
」
を
「
観
の
漸
次
」
と
す
る
の
は
『
十
地
経
論
』
で
あ
る
。
そ
れ
を
手
懸
り
と
し
て
法
蔵
は
加
行
智
の
推
求
が
槻
で
あ
り
、

通
じ
て
入
証
を
生
ず
る
の
が
諸
地
の
智
道
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
い
ま
だ
加
行
智
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
真
実
な

る
も
の
を
推
定
し
そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
観
も
進
展
す
る
の
が
漸
次
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
諸
地
の
智
に
入
証
し
て
、
そ
の
智
が
そ
れ
自
体
と
し
て
顕
現
し
た
の
が
正
証
智
で
あ
り
正
体
智
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
勿
論
こ
の
場
合
の
観
と
は
意
言
の
観
察
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
言
説
を
通
し
て
の
推
定
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
加
行
智
の
限
界
内

に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
智
の
推
求
に
よ
る
増
上
力
に
依
っ
て
、
諸
地
の
正
証
智
を
生
ず
る
と

次
い
で
「
証
の
漸
次
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
正
体
智
が
正
し
く
真
如
を
証
し
、
そ
の
智
が
能
く
惑
を
断
じ
て
理
を
証
し
、
そ
れ
を

依
り
所
と
し
て
後
得
智
を
起
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
初
歓
喜
地
に
於
い
て
現
出
す
る
正
体
智
が
そ
れ
以
前
に
は
び
こ
っ
て
い
た
惑
を
断
じ

て
真
如
の
理
を
証
す
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
そ
の
必
然
的
展
開
と
し
て
後
得
智
が
生
起
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
し
て
異
論
は
な

い
。
し
か
し
初
地
へ
の
証
入
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
正
体
智
が
真
如
を
証
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
。
諸
地
と
し
て
十
地
の
各
地
が

漸
々
に
進
展
し
、
諸
地
の
智
道
と
し
て
正
体
智
も
漸
次
的
に
歩
み
を
進
め
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
一
如
で
あ
り
絶
待
で
あ
る
は
ず
の
真
如
が

初
地
の
正
体
智
に
於
い
て
す
で
に
証
得
さ
れ
る
と
は
不
可
解
で
は
な
い
か
。

⑭

以
上
の
よ
う
な
問
題
が
『
刊
定
記
』
を
始
め
と
す
る
華
厳
学
派
の
学
匠
達
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
居
り
、
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
紙
数
の
制
限
も
あ
っ
て
割
愛
す
る
。
た
だ
法
蔵
は
初
地
に
あ
っ
て
も
正
体
智
は
真
如
を
証
す
る
と
の
立
場
を
堅

い
う
／
の
で
紫
の
る
。

司局
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持
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
正
体
智
は
漸
々
に
展
開
す
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
見
解
に
も
考
察
に
価
い
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
問
題
を
孕
ん
だ
課
題
で
あ
る
こ
と
に
誤
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
加
行
智
、
正
体
智
、
後
得
智
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
智
の
微
妙
な
る
こ
と
を
顕
わ
す
解
説
に
於
け
る
六
種
の
観
点
の
第
四

に
見
ら
れ
る
次
の
所
説
も
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
依
止
微
＄
如
レ
經
唯
智
行
虚
故
、
此
顯
三
既
非
二
比
智
境
↓
是
誰
能
知
、
證
二
智
行
一
故
。
論
澤
中
、
自
證
知
者
鐸
二
智
行
義
圭
謂
内
自

證
故
名
レ
行
、
非
し
謂
二
遊
故
名
諺
行
。
依
二
彼
生
一
者
澤
二
行
虚
義
司
謂
此
眞
如
是
一
切
依
虚
。
復
是
此
智
依
レ
生
之
虚
、
見
二
實
諦
義
一
故

名
二
智
者
至
此
澤
二
智
義
弍
謂
内
照
二
實
義
一
故
也
。
智
中
開
二
出
三
智
や
一
善
解
法
者
是
加
行
勝
解
故
。
二
善
寂
滅
者
是
正
催
智
、
令
二

惑
永
滅
一
證
二
寂
理
一
故
。
三
世
間
智
、
随
し
聞
明
了
知
者
、
是
後
得
智
。
随
し
聞
二
上
地
勝
進
弐
明
了
無
二
錯
謬
一
故
。
以
二
此
三
智
一
倶

堪
レ
趣
し
地
得
し
爲
二
智
者
一
也
。
（
大
弱
・
二
九
六
ａ
）

十
地
品
序
分
の
圧
巻
と
も
い
う
や
へ
き
金
剛
蔵
菩
薩
の
述
雲
へ
る
最
終
の
偶
頌
に
は
、
そ
の
初
め
に
諸
佛
聖
主
の
道
は
微
妙
に
し
て
甚
だ
解

し
難
く
、
思
量
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
智
者
の
み
に
理
解
さ
れ
る
と
あ
る
。
そ
の
「
唯
智
者
行
処
」
（
大
９
．
五
四
四
ｂ
）

に
つ
い
て
の
釈
が
こ
の
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
比
較
推
定
に
よ
っ
て
類
推
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
顕
わ
さ
れ
て
い⑮

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
証
智
と
し
て
証
入
し
実
知
し
た
智
の
み
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
『
地
諭
』
に
は
「
自
証
知
」

と
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
智
の
行
と
し
て
所
謂
自
内
証
さ
れ
る
境
位
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
通
常
い
わ
れ
る
行
と
し
て
の

遊
行
の
意
に
於
け
る
外
的
行
動
的
行
で
は
な
く
、
内
的
自
覚
的
行
と
し
て
あ
る
こ
と
が
特
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
の
行
と
し
て
智
の
あ
り
方
を
尋
ね
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
切
法
の
依
処
と
も
い
う
べ
き
真
如
を
此
の
智
も
復
依
り
所
と
し

⑯

て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
地
論
』
に
「
見
実
諦
故
名
智
」
と
釈
す
る
義
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
実
諦
の
義
を
見
る
も
の

が
智
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
的
に
実
の
義
を
照
了
す
る
も
の
と
し
て
智
を
把
え
る
。
そ
し
て
善
く
法
を
解
す
る

も
の
と
し
て
の
加
行
智
の
勝
解
的
あ
り
方
を
第
一
と
し
↑
惑
を
永
滅
し
て
寂
理
を
証
得
す
る
正
体
智
を
第
二
と
す
る
。
そ
し
て
世
間
智
と
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し
て
の
具
体
相
を
と
り
な
が
ら
上
地
の
勝
進
と
い
わ
れ
る
前
進
的
向
上
的
な
方
向
性
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
示
す
も
の
を
聞
く
に
随
っ
て
明

了
に
認
知
し
て
錯
謬
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
て
第
三
の
後
得
智
を
設
定
す
る
。
以
上
の
三
智
を
起
し
て
智
者
と
為
る
者
の
み
が
、
甚

だ
解
し
難
く
し
て
思
量
の
知
る
所
で
は
な
い
諸
佛
聖
主
の
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

⑰

智
を
加
行
智
、
正
体
智
、
後
得
智
の
観
点
か
ら
見
る
方
法
は
す
で
に
智
傭
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
の
独
創
的
見
解
で
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
観
点
を
踏
え
て
経
典
の
内
奥
に
ま
で
迫
り
、
存
分
に
そ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
を
掘
り
起
し

て
い
る
点
で
見
る
ゞ
へ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
華
厳
経
義
海
百
門
』
に
見
ら
れ
る
次
の
所
説
な
ど
は
、
重
重

無
尽
の
縁
起
観
に
立
っ
た
智
慧
の
理
解
を
端
的
に
示
し
得
て
余
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

十
分
一
一
三
智
一
者
、
謂
逹
二
塵
性
空
無
之
理
「
決
二
揮
邪
正
一
順
し
理
入
レ
眞
、
此
決
澤
之
心
是
加
行
智
。
又
見
二
此
塵
全
是
亡
レ
言
絶
諺
盧
、

性
超
二
圖
度
一
能
所
不
し
起
動
念
亦
非
、
此
爲
二
正
鵠
智
一
又
見
一
二
座
縁
起
幻
有
不
似
暖
二
差
別
《
雌
二
種
種
差
別
一
莫
レ
不
二
空
無
所
有
弍
以

ゞ
不
し
失
し
禮
故
、
全
二
以
法
催
一
而
起
二
大
用
『
一
多
無
腰
主
件
相
臓
、
一
即
一
切
、
一
切
即
一
、
是
爲
二
後
得
智
↓
（
大
妬
・
六
三
○
ａ
）

五
明
二
智
慧
一
者
、
謂
塵
從
レ
縁
成
假
持
二
似
有
所
現
や
此
逹
レ
有
之
心
是
智
。
即
此
假
持
幻
有
畢
寛
空
無
所
有
。
此
観
レ
空
之
心
是
慧
。

若
住
二
於
空
一
即
失
二
有
義
一
非
し
慧
也
。
若
住
二
於
有
一
副
失
二
空
義
一
非
し
智
也
。
今
空
不
レ
異
し
有
、
有
必
全
空
、
是
爲
二
智
慧
一
也
。
要
由
二

名
相
不
戸
存
、
方
名
二
智
慧
や
若
存
二
名
相
↓
即
非
二
智
慧
也
。
由
二
不
存
即
是
存
へ
存
即
是
不
存
也
。
（
大
妬
・
六
三
三
ｂ
）

こ
こ
で
は
空
と
有
の
相
即
に
於
け
る
無
擬
の
大
用
と
し
て
の
智
慧
が
、
見
事
に
活
写
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
名
相
を
超
え
て
名
相

と
な
る
不
存
の
存
と
も
い
う
識
へ
き
智
慧
の
あ
り
方
は
こ
の
文
に
尽
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
、
賢
首
法
蔵
が
智
慧
な
る
語
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
て
い
る
も
の
を
ど
の
よ
う
な
内
容
に
於
い
て
把
え
て
い
る
か
、

そ
の
お
お
よ
そ
を
検
討
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
、
彼
の
多
く
の
著
作
の
中
で
も
主
に
『
探
玄
記
』
に
焦
点
を
定

⑪
e》
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め
、
そ
の
中
で
も
十
地
品
初
歓
喜
地
に
於
け
る
そ
の
所
釈
を
対
象
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
ら
れ
た
資
料
を
素
材
と
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
十
地
品
善
慧
地
の
解
釈
な
ど
に
も
彼
の
智
慧
観
の
一
端
を
窺
い
得
る
所
説
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
華
厳
学
の
原
則
で
あ
り
、
前
掲
の
『
義

海
百
門
』
の
結
論
で
も
あ
っ
た
一
即
一
切
一
切
即
一
の
観
点
に
立
つ
か
ら
と
い
わ
な
く
て
も
、
法
蔵
の
智
慧
観
の
主
要
部
分
は
こ
こ
で
取

上
げ
た
所
説
に
よ
っ
て
尽
し
得
る
と
も
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
に
取
上
げ
て
き
た
智
慧
の
概
念
規
定
に
類
す
る
所
説
な
ど
は
、
他
の
箇
処
に
そ
れ
以
上
の
形
で
見
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
小
論
の
意
義
は
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
定
義
を
踏
ま
え
て
初
歓
喜
地
の
所
釈
に

於
け
る
彼
の
見
解
を
た
ど
っ
た
場
合
に
も
、
定
義
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
確
か
め
得
た
「
決
断
」
し
「
照
達
」
し
「
開
明
」
し
「
照
察
」

す
る
も
の
と
し
て
の
智
慧
は
、
そ
の
ま
ま
で
加
行
智
、
根
本
智
、
後
得
智
と
し
て
も
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
俗
諦
を
知
る
も
の
と
し
て
の
智
が
、
真
諦
を
照
ら
す
も
の
と
し
て
の
慧
と
融
会
し
、
両
者
は
異
な
る
側
面
を
保
持
し
つ
つ
も
、
通
じ
て

は
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
最
終
的
に
は
事
を
鑑
み
る
も
の
が
智
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
得
智
へ
の
展
開
が

見
事
に
な
さ
し
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
点
で
あ
る
。

⑬

『
娚
伽
経
』
を
引
用
し
な
が
ら
『
華
厳
経
」
に
い
う
識
と
智
の
対
応
関
係
に
触
れ
て

經
云
二
取
レ
相
名
し
識
不
レ
取
レ
相
名
ア
智
。
又
分
別
名
し
識
随
レ
言
取
レ
義
故
。
不
二
分
別
一
名
し
智
、
深
解
二
離
言
法
毛
（
大
妬
・
二
九
二
ｃ
）

と
述
令
へ
、
深
く
離
言
法
を
解
し
て
分
別
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
用
く
の
が
智
で
あ
る
と
規
定
し
得
た
時
に
は
、
真
如
に
証
入
し
た
も
の
と
し

て
の
根
本
智
、
正
体
智
の
立
場
が
閲
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
述
べ
得
る
こ
と
も
所
詮
は
言
語
の

世
界
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
、
無
分
別
で
あ
る
正
体
智
か
ら
の
展
開
を
可
能
な
ら
し
め
、

衆
生
の
加
行
智
と
し
て
の
機
感
に
赴
く
関
係
も
注
意
さ
る
￥
へ
き
で
あ
ろ
う
。
円
環
的
関
係
に
於
い
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
る
智
の
実
相
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
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賢
首
法
蔵
の
智
慧
観
の
結
論
は
ほ
ぼ
こ
の
叙
述
に
尽
さ
れ
る
と
い
い
得
よ
う
。
す
な
わ
ち
三
世
を
出
過
す
る
こ
と
の
で
き
る
微
妙
な
智

は
、
真
如
常
住
の
法
身
に
依
止
し
て
究
寛
の
転
依
を
成
立
せ
し
め
る
。
そ
れ
故
能
依
の
智
も
所
依
の
真
如
も
倶
に
悉
く
常
と
な
っ
て
三
世

遷
動
の
相
を
出
過
す
る
。
そ
の
提
言
に
対
し
て
、
所
依
の
真
如
は
本
有
で
あ
る
か
ら
常
住
だ
と
し
て
も
、
能
依
の
智
は
修
智
と
し
て
有
為

法
に
属
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
倶
に
生
滅
が
な
い
と
は
解
し
難
い
と
の
問
い
を
出
し
て
法
蔵
は
自
ら
そ
れ
に
解
答
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
現
象
形
態
と
も
い
う
雫
へ
き
皮
相
な
観
点
か
ら
智
を
見
る
か
ら
生
滅
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
究
極
の
意
味
に
立
到

っ
て
み
れ
ば
、
真
如
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
智
は
真
如
と
共
通
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
為
の
修
智
と
無

為
の
真
如
に
異
な
る
側
面
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
差
異
を
通
し
て
同
ず
る
こ
と
の
で
き
る
接
点
を
見
出
す
の
が
、
真
に

完
成
さ
れ
た
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
未
転
依
の
状
態
に
於
け
る
妄
念
の
中
で
、
所
謂
「
識
」
と
呼
ぱ
る
べ
き
智
の
立
場
か
ら
、
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
み
せ
か
け
の
真
実
を
依
り
処
と
す
る
場
合
と
は
、
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

初
地
に
於
い
て
転
依
さ
れ
た
真
智
は
、
そ
れ
以
前
の
状
態
と
全
く
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
拠
は
多
く
の
経
論
で
明
ら
か
で

以
上
の
よ
う
な
関
係
を
転
依
相
と
し
て
把
え
て
、
経
の
「
出
過
於
三
世
」
（
大
９
．
五
四
四
ｂ
）
を
釈
す
る
次
の
所
釈
を
見
れ
ば
、
そ
の

問
の
消
息
は
自
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

謂
此
微
智
依
二
止
眞
如
常
住
法
身
毛
以
二
是
究
寛
縛
依
一
故
、
能
依
所
依
倶
悉
常
故
。
出
二
於
三
世
遷
動
相
一
也
。
問
所
依
本
有
、
可
レ
得
二

是
常
弍
能
依
修
智
、
豈
無
二
生
滅
毛
答
初
教
慥
レ
相
修
智
生
滅
。
終
教
已
去
智
如
じ
境
故
、
始
覺
同
二
本
覺
一
故
亦
非
二
無
常
や
論
云
非

ゞ
如
二
無
常
意
識
一
者
、
簡
二
未
韓
依
時
妄
念
意
識
是
無
常
弍
即
知
二
聴
依
已
去
眞
智
是
常
司
此
簡
二
能
縁
一
也
。
依
二
止
無
常
因
縁
法
一
者

簡
二
未
韓
依
時
所
縁
境
一
也
。
修
多
羅
中
決
定
説
者
引
レ
經
證
二
成
境
智
倶
常
↓
如
三
虚
虚
大
乘
經
中
皆
説
二
佛
果
常
住
や

紫
の
マ
ｏ
Ｏ

以
上
が
こ
の
文
の
大
意
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
明
了
に
対
象
を
知
り
そ
の
こ
と
に
観
達
す
る
こ

（
大
妬
・
二
九
七
ｂ
）
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し
た
が
っ
て
修
智
と
し
て
所
詮
は
有
為
法
に
す
ぎ
な
い
面
を
も
つ
智
慧
も
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
見
単
な
る
無
に
も
見
ま

ど
う
べ
き
無
分
別
と
し
て
の
根
本
智
、
正
体
智
か
ら
、
能
く
有
為
の
現
実
界
へ
の
後
得
智
と
し
て
の
転
回
を
な
さ
し
め
ら
れ
る
。
し
か
も

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
為
界
の
迷
妄
の
中
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
衆
生
を
加
行
智
に
於
い
て
警
発
し
て
、
真
に
本
来
の
も
の
で
あ
る
根
本

的
正
体
智
へ
の
方
向
を
定
め
し
め
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

法
蔵
の
智
慧
観
の
全
体
像
を
把
え
得
た
と
は
軽
左
に
い
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
所
説
の
一
端
を
通
し
て
全
体
へ
の
推
求
と
そ
の
方
向

づ
け
を
確
か
め
得
た
と
は
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
瞠
目
す
蕊
へ
き
創
造
的
見
解
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
先
人
の

業
績
を
忠
実
に
踏
ま
え
つ
つ
も
そ
れ
を
一
歩
飛
躍
せ
し
め
て
、
実
に
内
容
の
深
い
肉
付
け
を
完
成
せ
し
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な

と
の
で
き
る
智
は
、
対
象
と
の
一
体
化
を
成
就
せ
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
離
言
の
法
と
も
い
わ
れ
る
も
の
そ
れ
自
体

の
真
実
の
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
達
し
て
そ
こ
で
知
ら
れ
た
も
の
は
～
た
と
え
一
切
の
言
語
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
あ
り
方
で
照
見
さ
れ
開
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
言
葉
が
な
い
か
ら
内
容
も
空
虚
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
単
に
表
面
の
み
か
ら
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
皮
相
な
見
地
か
ら
裁
断
さ
れ
て
は
迷
惑
も
甚
だ
し
い
と
な
る
の
は
当

で
あ
る
。
今

然
で
あ
る
。

い
こ
と
で
あ
る
。

註
④③②①⑤

『
十
地
義
記
」
巻
第
一
（
続
蔵
一
・
七
一
・
二
・
一
四
九
左
’
一
五
○
右
）
「
出
世
道
品
是
其
行
法
行
法
無
垢
名
し
之
為
し
明
。
見
智
得
証
就
レ
行
顕

レ
法
。
此
四
通
論
義
一
名
異
。
其
猶
一
眼
目
一
別
則
見
智
是
其
観
解
。
得
証
是
行
解
有
二
始
終
壬
見
始
智
終
。
推
求
名
し
見
、
決
断
称
し
智
。
行
有
一
一
始
終
一

け
で
他
は
同
文
で
あ
る
。

『
探
玄
記
』
巻
第
九
（
大
調
。
二
七
七
ａ
）

『
華
厳
経
』
巻
第
二
十
三
（
大
９
．
五
四
三
ａ
’
五
四
四
ｃ
）

『
深
玄
記
」
巻
第
十
（
大
調
・
三
○
二
ｂ
）

こ
の
よ
う
な
智
慧
観
は
、
「
十
地
義
記
』
巻
第
一
（
続
蔵
一
・
七
一
・
二
・
一
四
二
左
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
慧
の
解
了
を
観
達
と
す
る
だ
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得
始
証
終
。
法
顕
し
在
し
心
、
名
し
之
為
し
得
。
心
冥
合
し
加
説
以
為
し
証
。
」

⑥
『
十
地
経
論
」
巻
第
一
（
大
妬
・
一
二
四
ａ
）
「
大
乗
光
明
三
味
」
と
あ
る
。

⑦
『
成
唯
識
論
』
巻
第
九
（
大
誕
・
五
二
ａ
）

③
前
同
（
大
瓠
・
四
九
ｂ
）
「
依
二
無
間
定
一
発
二
上
如
実
智
一
印
ニ
ニ
取
空
一
立
二
世
第
一
法
却
謂
前
上
忍
唯
印
二
能
取
空
『
今
世
第
一
法
二
空
双
印
。
従

修
此
無
間
必
入
二
見
道
一
故
立
一
一
無
間
名
ご
等
と
あ
る
。

⑨
前
同
（
大
訓
・
五
○
ｂ
）
「
有
義
倶
無
離
一
二
取
一
故
。
有
義
此
智
見
有
相
無
、
説
三
此
智
品
有
一
一
分
別
一
故
、
聖
智
皆
能
親
照
レ
境
故
。
」
等
。

⑩
前
同
（
大
皿
・
四
八
ｃ
）
「
如
レ
是
二
障
分
別
起
者
見
所
断
摂
。
任
運
起
者
修
所
断
摂
。
二
乗
但
能
断
一
煩
悩
障
《
菩
薩
倶
断
、
永
断
二
一
種
一
唯
聖

道
、
能
伏
ニ
ニ
現
行
一
通
一
有
漏
道
ご

⑪
『
十
地
経
論
』
巻
第
一
（
大
妬
・
一
二
九
ｂ
）
．
者
得
浄
、
現
智
善
決
定
故
、
如
し
経
離
一
擬
疑
悔
一
故
。
」

⑫
『
十
地
経
論
義
記
』
巻
第
三
（
続
蔵
一
・
七
一
・
二
・
一
七
四
左
）
「
言
二
現
智
一
者
法
顕
一
一
於
心
ご
言
二
決
定
一
者
心
安
一
一
於
法
圭
経
言
二
離
擬
一
帖
二
現

智
一
也
。
言
一
一
雛
疑
悔
一
帖
一
一
善
決
定
ご

⑬
『
十
地
経
論
』
巻
第
二
（
大
郡
・
一
三
二
ａ
）
「
何
者
三
漸
次
、
一
観
漸
次
、
二
証
漸
次
、
三
修
行
漸
次
。
」

⑭
『
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
』
巻
第
九
（
統
蔵
一
・
五
・
二
・
一
七
一
左
）
「
問
若
此
地
正
体
智
親
証
一
真
如
『
後
九
地
中
不
し
応
三
更
親
二
証
如
《
無

レ
ニ
無
し
異
故
。
答
古
人
解
云
、
如
下
雌
三
味
↓
約
二
智
明
昧
一
故
、
有
牢
十
親
証
毎
今
解
不
レ
然
。
…
…
」

⑮
「
十
地
経
論
』
巻
第
二
（
大
妬
。
一
三
二
Ｃ
）
「
智
者
智
行
処
者
、
自
証
知
故
。
自
証
知
者
依
レ
彼
生
故
。
於
レ
中
智
者
見
一
実
諦
義
一
故
。
」

⑯
前
同

⑰
『
孔
目
章
』
巻
第
四
（
大
妬
・
五
八
二
ｂ
）
「
二
熟
教
復
有
一
一
三
智
『
謂
加
行
智
、
正
体
智
、
後
得
智
。
復
有
二
三
種
智
『
謂
実
相
般
若
智
、
観
照

般
若
智
、
文
字
般
若
智
。
復
有
二
三
種
智
一
謂
聞
思
修
慧
智
。
」
こ
の
三
智
は
、
『
摂
大
乗
論
釈
』
真
諦
訳
巻
第
十
二
（
大
瓠
・
二
四
一
ａ
）
に
「
前

説
無
分
別
有
一
一
三
種
壬
一
加
行
、
二
正
体
、
三
後
得
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
智
侭
が
参
照
し
、
法
蔵
が
依
用
し
た
の
で
あ
る
。

⑬
『
榴
伽
阿
蚊
多
羅
宝
経
』
巻
第
三
（
大
猫
・
五
○
一
ａ
）
「
得
し
相
是
識
、
不
し
得
し
相
是
智
」
。
な
お
法
蔵
は
『
探
玄
記
」
巻
第
十
（
大
謁
・
二
九

八
ａ
）
に
も
「
傍
伽
云
…
…
」
と
し
て
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
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